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北北
鈴鈴
会会
のの
平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
定定
期期
総総
会会

平
成
二
十
三
年
四
月
十
六
日
�
午
後
か
ら
�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
（
会
長
赤
坂

勝
）
の
加
盟
団
体
で
あ
る
北
鈴
会
（
会
長
松
永
雅
晴
・

会
員
数
三
百
九
十
一
名
）
の
定
期
総
会
が
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
当
協
会
の
赤
坂

勝
会
長
が
出
席
し
た
の
で

そ
の
概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
会
概
要
な
ど

「
北
鈴
会
」
は
、
ノ
ド
の
疾
患
に

よ
り
喉
頭
（
声
帯
）
の
摘
出
手
術
を

受
け
て
声
を
失
っ
た
者
で
組
織
す
る

団
体
で
、
今
年
で
四
十
七
年
目
を
迎

え
た
定
期
総
会
で
は
、
開
会
宣
言
、

黙
祷
、
会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
の
あ

と
議
長
選
出
、
議
案
審
議
、
事
務
局

報
告
事
項
が
予
定
通
り
行
わ
れ
た
。

来
賓
と
し
て

出
席
し
た
赤

坂
会
長
か
ら

は
、「
団

体

発
足
以
来
、

喉
頭
を
摘
出

さ
れ
た
方
々
へ
の
食
道
発
生
法
な
ど

の
発
声
訓
練
の
実
施
や
指
導
者
の
養

成
と
指
導
技
術
の
研
鑽
に
努
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
の
労
苦
に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
に

喉
頭
を
摘
出
さ
れ
た
方
々
へ
の
発
声

訓
練
指
導
や
日
常
生
活
を
送
る
上
で

の
勇
気
と
希
望
を
与
え
、
精
神
的
な

支
え
と
な
っ
て
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
参
加
へ
の
取
組
み
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
挨

拶
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
総
会
で
議

決
さ
れ
た
「
北
鈴
会
の
本
年
度
の
主

要
目
標
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
鈴
会
の
本
年
度
の
主
要
目
標

１

発
声
教
室
・
宿
泊
発
声
訓
練
の

充
実
と
会
員
の
積
極
的
な
参
加
啓
蒙

喉
摘
者
の
発
声
訓
練
は
、「
第
二

の
声
」
を
習
得
し
た
後
も
継
続
し
て

発
声
教
室
に
出
席
す
る
必
要
が
あ
る

が
入
会
後
二
〜
三
回
出
席
し
て
電
気

発
声
の
会
話
で
満
足
し
て
し
ま
う
会

員
が
多
く
、
発
声
教
室
や
宿
泊
訓
練

へ
の
出
席
者
が
年
々
減
少
す
る
傾
向

に
あ
る
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
参
加
す
る
よ
う
強
く
呼
び
掛
け
ま

し
ょ
う
。

２

指
導
員
の
養
成
と
指
導
技
術
の

研
鑽
に
努
め
る

北
鈴
会
主
催
の
指
導
員
研
修
会
、

北
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
指
導
者
研

修
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
都
合
を

調
整
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
指
導

員
が
参
加
し
指
導
技
術
の
研
鑽
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

３

支
部
・
本
部
組
織
の
活
性
化

（
人
材
の
発
掘
・
育
成
）

組
織
の
高
齢
化
に
伴
な
い
、
本
部

及
び
教
室
運
営
の
継
承
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
、
後
継
者
の
発
掘
及
び

育
成
に
心
を
留
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

４

関
係
病
院
・
他
団
体
と
の
連
携

強
化

関
係
病
院
の
主
治
医
、
看
護
師
さ

ん
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
喉
摘
患

者
の
術
前
・
術
後
の
精
神
的
な
フ
ォ

ロ
ー
を
含
め
た
生
活
指
導
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
日
喉
連
、
北
海
道
、

各
市
町
村
（
含
む
福
祉
協
議
会
）、

北
身
協
、
札
身
協
を
通
じ
て
、
他
の

障
害
者
団
体
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
紹
介

対
象
者
は
重
度
の
視
覚
障
が
い

者
・
児
な
ど
で
す
。
目
的
地
に
お

い
て
適
当
な
ガ
イ
ド
が
得
ら
れ
な

い
と
き
に
利
用
く
だ
さ
い
。
一
週

間
（
道
外
は
三
週
間
）
前
ま
で
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。

電
話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
六
四
四

平平成成２２３３年年度度 要要約約筆筆記記奉奉仕仕員員養養成成講講座座のの受受講講者者をを募募集集

本年度も、次のとおり要約筆記奉仕員養成講座を開催します。

聴覚障がい者の福祉に理解と情熱を有する多くの方からの応募をお待ちしています。

記

１ 対 象 者 次の�及び�の両方に該当する方とします。
� 聴覚障がい者の福祉に理解と情熱を有する道内居住者で本

養成講座の全期間を受講できる方。

� 養成講座の修了後、要約筆記奉仕員として活動する意志の

ある方。

２ 主催・主管 北海道・社団法人北海道身体障害者福祉協会

３ 協 力 要約筆記通訳ボランティアの会「はまなす」

４ 募 集 定 員 ２０名程度（希望者が多数の場合は、選考のうえ決定します。）

５ 受 講 料 無料ですがテキスト代として２千円程度の負担があります。

６ 日 程 表 別記のとおり。

７ 会 場 道民活動センター（かでる２・７） １０４０会議室又は７３０研修室

〔住所 札幌市中央区北２条西７丁目〕

８ 募 集 期 日 平成２３年７月２２日（金）まで（必着）

９ 申 込 方 法 所定の申込書に必要事項を記載の上、申込み（ファックス可）

ください。

１０ 申 込 先 等 社団法人北海道身体障害者福祉協会

住所 〒０６０�０００２札幌市中央区北２条西７丁目 道民活動センター４階
（電話）０１１�２５１�１５５１ （ＦＡＸ）０１１�２５１�０８５８

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

講 座 等

■ 開講式・オリエンテーション
■ 講 義 「聴覚障害者の基礎知識」
■ 講 義 「中途失聴者・難聴者の臨床心理」
■ 講 義 「中途失聴・難聴者の体験談」

■ 講義・実技 「日本語の特徴」
■ 講義・実技 「要約筆記の表記」

■ 講義・実技 「読みやすい表記」
■ 講義・実技 「要約筆記の基礎知識」

■ 講義・実技 「ボランティア活動とモラル」
■ 講 義 「要約筆記奉仕員の役割」
■ 講義・実技 「チームワークによる方法」

■ 講義・実技 「聴覚障害者とコミュニケーション」
■ 講義・実技 「話し言葉の要約」

■ 講義・実技 「パソコン要約筆記」�
■ 講義・実技 「パソコン要約筆記」�

■ 講義・実技 「現場実習」�
■ 講義・実技 「現場実習」�

■ 講義・実技 「要約筆記の事後検証」
■ 講 義 「中途失聴者・難聴者の自立と参加」
■ 総 合 練 習 （ＯＨＰ・ノートテイク）

■ 講義・実技 「現場でのポイントと心構え」
■ 講義・実技 「要約筆記技術の向上」

■ 講義・実技 「要約筆記における要約」
■ 講 義 「中途失調者・難聴者が要約筆記者に望むこと」
■ 講義・実技 「中途難聴者の講師として求められる要約筆

記とは？」

■ 講義・実技 「話の雰囲気を伝える要約筆記」
■ 講 義 「聴覚障害者の活動と要約筆記の歴史」
■ 講 義 「聴覚障害者の福祉」

■ 実 技 「現場実習」�
■ 実 技 「現場実習」�

・聞こえない立場からの検証
・自己評価（読み手の評価を受ける）

■ 閉 講 式 修了証書授与

場 所

かでる２・７
１０階

１０４０会議室

かでる２・７
１０階

１０４０会議室

かでる２・７
１０階

１０４０会議室

かでる２・７
１０階

１０４０会議室

かでる２・７
７階

７３０研修室

かでる２・７
７階

７３０研修室

かでる２・７
７階

７３０研修室

かでる２・７
１０階

１０４０会議室

かでる２・７
１０階

１０４０会議室

かでる２・７
１０階

１０４０会議室

かでる２・７
７階

７３０研修室

かでる２・７
１０階

１０４０会議室

開 催 日 時

８月２８日（日）
（１０：００～１５：００）

９月１０日（土）
（１０：００～１５：００）

９月１７日（土）
（１０：００～１５：００）

９月２４日（土）
（１０：００～１６：００）

１０月 １日（土）
（１０：００～１５：００）

１０月１５日（土）
（１０：００～１６：００）

１０月２２日（土）
（１０：００～１５：００）

１１月１２日（土）
（１０：００～１６：００）

１１月１９日（土）
（１０：００～１６：００）

１１月２６日（土）
（１０：００～１６：００）

１２月１０日（土）
（１０：００～１５：００）

１２月１７日（土）
（１０：００～１５：００）

回

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

開会挨拶する北鈴会松永雅晴会長

赤坂 勝会長

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

代
表
取
締
役

柏

崎

カ

ネ

岩
見
沢
市
志
文
町
九
二
三
番
地
二
六

電
話（
〇
一
二
六
）�
二
二
�
六
六
四
三
番

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２３年５月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６８６号）（１）
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障
害
者
社
会
参
加
推
進
事
業
の
一

つ
で
あ
る
「
身
体
・
知
的
障
害
者
生

活
訓
練
事
業
」
の
平
成
二
十
三
年
度

の
実
施
団
体
（
加
盟
団
体
分
）
が
次

の
と
お
り
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
身
体
障
が
い
者
と
知
的
障
が

い
者
に
対
し
て
、
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
修

得
す
る
こ
と
に
よ
り
在
宅
障
害
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
事
業
で
、
北
身
協
が
北
海
道
か

ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

○
渡
島
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
檜
山
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
宗
谷
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
胆
振
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
�
小
樽
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
砂
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
�
室
蘭
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
登
別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

○
�
帯
広
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

�
�
	


�
�
�


本
年
度
の
弁
護
士
に
よ
る
「
障
が

い
者
一
一
〇
番
」
の
定
例
相
談
の
開

設
日
及
び
地
方
相
談
会
の
日
程
が
次

の
と
お
り
決
ま
っ
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
定
例
相
談
（
無
料
相
談
）

毎
月
の
弁
護
士
に
よ
る
「
障
が
い

者
一
一
〇
番
」
定
例
相
談
（
無
料
相

談
）
は
第
二
週
目
と
第
四
週
目
の
火

曜
日
で
す
。
弁
護
士
相
談
は
、
面
談

の
ほ
か
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て

ま
す
が
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
心

配
事
、
悩
み
事
が
あ
る
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
地
方
相
談
会
（
無
料
相
談
）

本
年
度
の
弁
護
士
に
よ
る
地
方
相

談
会（
無
料
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
お
早
め

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
道
央
地
区
（
千
歳
市
）
開
催

と

き

九
月
二
十
三
日
�

と
こ
ろ

千
歳
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
全
道
身
障
福
祉
大
会
会
場
）

▽
道
南
地
区
（
江
差
町
）
開
催

と

き

九
月
七
日
�

と
こ
ろ

江
差
町
文
化
会
館

▽
道
北
地
区
（
稚
内
市
）
開
催

と

き

八
月
十
六
日
�

と
こ
ろ

稚
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

▽
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区（
北
見
市
）開
催

と

き

七
月
二
十
三
日
�

と
こ
ろ

北
見
市
総
合
福
祉
会
館

■
相
談
先
（
障
が
い
者
一
一
〇
番
）

電

話
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五

�
�
�
�
�
�
�
�
�

現
在
、
各
地
域
の
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
（
加
盟
団
体
）
で
は
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対

す
る
お
見
舞
い
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る

義
援
金
を
七
月
二
十
九
日
�
ま
で
受

付
け
て
い
ま
す
。
北
身
協
で
は
加
盟

団
体
か
ら
送
金
い
た
だ
い
た
皆
様
方

の
暖
か
い
お
気
持
（
義
援
金
）
を
取

り
ま
と
め
、
日
身
連
東
日
本
大
震
災

対
策
本
部
に
届
け
ま
す
。
義
援
金
は

加
盟
団
体
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

道立心身障害者総合相談所における巡回相談

北海道立心身障害者総合相談所では、今年度も心身障がい者の更生や援護の推進を
目的として、巡回相談を実施します。
この相談は、身体障害者福祉法及び知的障害者福祉法に基づいて実施しており、各
種援護の対象となる障がいであるかを評価し、援護の適否について判定等を行うとと
もに、それに付随する相談・指導を行っているものです。巡回相談の日程は次のとお
りですが、詳しくは各市町村までお問い合わせください。

〔巡回相談日程〕

�
�


�
�
�
�
�
�

平
成
二
十
二
年
度
の
年
間
優
秀
作

品
に
選
ら
ば
れ
た
方
々
か
ら
喜
び
の

お
便
り
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
紹
介

し
ま
す
。

■
俳
句（
恵
庭
市

西
島

明
さ
ん
）

よ
う
や
く
北
国
の
冬
か
ら
解
き
放

た
れ
て
、
草
花
の
芽
が
ふ
く
ら
み
始

め
た
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
拝
察

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
度
北

海
道
身
体
障
害
者
新
聞
に
掲
載
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
私
の
俳
句
が
優
秀

賞
に
決
ま
っ
た
と
言
う
朗
報
と
共
に

記
念
品
を
頂
戴
し
、
感
激
と
同
時
に

身
に
過
ぎ
る
光
栄
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
八
十
歳
に
な
っ
た
近
頃
は
、

俳
句
を
細
々
と
作
る
の
が
唯
一
の
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
つ
た
な

い
私
の
俳
句
を
毎
月
身
障
新
聞
に
掲

載
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
有
り
難
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
優
秀
賞
を
頂

い
た
こ
と
を
今
後
の
励
み
に
し
て
俳

句
作
り
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で
お

り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
お
礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

■
川
柳（
北
広
島
市

本
多

司
さ
ん
）

春
暖
の
候
、
北
国
に
も
春
の
息
吹

が
一
層
感
じ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
の
大
震
災
で
多
く
の
方
々
が

亡
く
な
っ
た
り
、
被
災
さ
れ
た
方
も

大
変
な
数
の
方
が
苦
し
ん
で
居
た

り
、
私
達
の
仲
間
、
身
障
者
の
方
も

多
く
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
一
日
も
早
い
復
旧
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。
な
お
、
こ
の
度
、
北
身

協
新
聞
文
芸
作
品
川
柳
欄
で
私
の
作

品
に
、
は
か
ら
ず
も
優
秀
賞
及
び
記

念
品
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
、
人
間
模

様
時
事
な
ど
楽
し
く
投
稿
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
御
礼
か
た

が
た
一
報
ま
で
。

文
芸
欄
に
投
稿
さ
れ
る
方
へ

１

読
み
に
く
い
漢
字
に
は
必
ず

ル
ビ
を
付
す
よ
う
配
慮
願
い
ま
す
。

２

投
稿
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―

二
五
一
―

〇
八
五
八
）
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リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

巡 回 相 談 の 日 程

①５月１６日（午後）～１９日（午前） ②７月２５日（午後）～２８日（午前）

③９月２６日（午後）～２９日（午前） ④１２月１２日（午後）～１５日（午前）

⑤２月２７日（午後）～３月１日（午前）

①５月２４日～２５日 ②８月９日～１０日

③１０月１８日～１９日 ④１月１７日～１８日

①６月１４日～１５日 ②８月３０日～３１日

③１１月１５日～１６日 ④１月２４日～２５日

⑤３月６日～７日

①６月２１日～２２日 ②１１月２９日～３０日

③２月２２日

①９月１３日～１４日 ②２月２１日

①６月８日 ②１２月７日

①８月２３日

①５月３０日（午後）～６月１日（午前） ②９月５日（午後）～８日（午前）

③１月３０日（午後）～３１日

①５月１０日～１２日（午前） ②８月２日～４日（午前）

③１１月８日～１０日（午前） ④２月１４日～１６日（午前）

①７月５日（午後）～７日（午前）

①８月２４日

①２月１日～２日（午前）

①６月７日

①１２月５日（午後）～６日

①６月１３日（午後） ②１１月１４日（午後）

①６月２８日

①６月２９日 ②６月３０日（午前）

①１０月４日～５日

市 町 村

旭 川 市

釧 路 市

函 館 市

北 見 市

網 走 市

稚 内 市

名 寄 市

室 蘭 市

帯 広 市

新ひだか町

紋 別 市

伊 達 市

羽 幌 町

留 萌 市

八 雲 町

江 差 町

今 金 町

中 標 津 町

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道

（２）（第６８６号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２３年５月２５日）


